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＝わたしたちの町　（2月1日現在）＝

　人　口　5,319人（前月比＋1）
　　男　　2,521人（＋2）
　　女　　2,798人（－1）
　世帯数　1,573世帯（－2）
　面　積　100.40㎢

　
今
月
号
で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
に
、

い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
さ
ん
は
、
朝

早
く
か
ら
、
そ
の
日
の
給
食
の
準
備
に

取
り
掛
か
り
ま
す
。

　
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
「
お
い
し
い
」

と
い
っ
て
食
べ
て
く
れ
れ
ば
重
労
働
も

苦
に
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

「
好
き
嫌
い
で
は
な
く
、
食
べ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
充
分
理
解
し
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
る
顔
に
、
子
ど
も
た
ち
の
食

生
活
を
守
り
た
い
と
い
う
、
熱
意
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

か

おもな内容

安心でおいしい給食を

まちのわだい

社会福祉協議会だより

国民年金・じんけんの詩

溝口文芸・国保データ
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　給食週間の１月２７日、献立は「パ

ン、シチュー、エビフライ、リンゴ

サラダ」です。

溝口町特産メニューのこの日は、シ

チューには溝口町産の白ネギ、大豆

が、リンゴサラダには日光リンゴが

使われています。

現在、鳥取県では「鳥取ルネッサンス運動」が
進められています。
鳥取ルネッサンス運動とは、「人」、「文化」、

「食」、「もの」や「環境にやさしいエネルギー」
といった地域資源を見直し活用することで、経済
や雇用、文化などさまざまな面での「地域の自立
と再生」をめざす運動です。
溝口町では昨年１０月、鳥取ルネッサンス溝口
町行動計画を策定し、その中の地産地消の取組み
として、県産の木を使って作られた器を、保育所
の給食器に導入しています。
その様子を紹介するため、２月３日、山陰中央

テレビが日光保育所に取材に訪れました。
この様子は、２月２９日に山陰中央テレビで放

送されます。

▲取材の様子
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現在、県内では、食の安全を求め、地元の食材を地元で消費する
「地産地消」の取組みが広がりつつあります。
溝口町でも「地産地消」の取組みは進められていて、安全で安心
な食の提供が行われています。
給食センターの取組みについて取材しました。

「成長期の子どもが多いので、
献立で一番気をつかうのは、
栄養バランスです。
なにげない給食でも、いろい
ろな思いを込めて作るんです。
児童達には、一口でも多く食
べて欲しいです。」と語る、
学校栄養職員の安藤さん

★地産地消★
地元の食材を地元で消費すること。
消費者に、安心で安全な食材を提供す
ることができ、地元の「良さ」を再発
見できる取組みです。

★溝口町給食センター★
・職員 7人
・食数 510食
・地元の食材
米・大根・にんじん・白菜・キャベ
ツ・ネギ・白ネギ・ジャガイモ・さ
つまいも・たまねぎ・かぼちゃ・た
けのこ・りんご・えのきだけ・大豆・
メロン・なす・ピーマン・ほうれん
そう

★溝口町学校給食の歴史★
昭和26年　二部小学校でミルク給食

が始まる
昭和33年　二部小学校で完全給食が

始まる
昭和36年　溝口小学校で完全給食が

始まる
昭和37年　日光小学校で完全給食が

始まる
昭和39年　溝口中学校で完全給食が

始まる
昭和51年　米飯給食が始まる
　　　　　（週2回）
昭和59年　溝口町給食センターが完

成
　　　　　センター方式による給食開

始

呼
び
か
け
る
こ
と
で
、

児
童
に
も
変
化
が

　
給
食
が
配
ら
れ
る
と
毎
日
、
給
食

と
一
緒
に
「
連
絡
ノ
ー
ト
」
が
各
学
校

に
届
き
ま
す
。

　
ノ
ー
ト
を
開
く
と
、
そ
の
日
の
献
立

の
説
明
や
、
使
わ
れ
て
い
る
食
材
の
説

明
、
ど
ん
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
る

か
な
ど
が
こ
と
細
か
く
書
い
て
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
給
食
を
食
べ
る
子
ど
も
た

ち
に
も
、
作
り
手
が
ど
ん
な
気
持
ち
で

給
食
を
作
っ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
欲

し
い
、
そ
し
て
、
給
食
を
通
し
て
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
欲
し

い
、
と
い
う
思
い
か
ら
続
け
ら
れ
て
い

る
取
組
み
で
す
。

　
連
絡
ノ
ー
ト
の
返
事
に
は
、
「
今
度

は
い
つ
溝
口
町
産
の
食
材
が
使
わ
れ
る

か
」
と
い
う
児
童
か
ら
の
質
問
や
、
ま

た
、
先
生
か
ら
は
給
食
時
間
の
児
童
の

様
子
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
連
絡
ノ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、

子
ど
も
た
ち
も
地
元
の
食
材
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
中
に
は
、
生
産
農
家
に
伺
い
、
見
学

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
学
校
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ノ
ー
ト
以
外
に
も
、
学

校
に
出
か
け
て
話
を
し
た
り
、
学
校
帰

り
の
子
に
呼
び
掛
け
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
結
果
「
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
」

を
理
解
し
て
く
れ
る
児
童
が
増
え
、
自

然
と
給
食
の
残
飯
が
減
り
、
今
で
は
こ

れ
ま
で
の
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
給
　
食
　
週
　
間

　
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で

は
、
全
国
給
食
週
間
で
す
。

　
こ
の
週
間
は
、
戦
後
の
食
糧
不
足
で

栄
養
失
調
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
が
増

え
た
こ
と
か
ら
、
ラ
ラ
（
ア
ジ
ア
救
済

公
認
団
体
）
が
脱
脂
粉
乳
や
缶
詰
な
ど

を
送
り
、
そ
れ
を
機
に
給
食
が
再
開
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
溝
口
町
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
、
給
食

週
間
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
給
食

開
始
時
の
給
食
や
、
鳥
取
県
の
郷
土
食

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
学
校
で
も
給
食
に
関
す
る

ク
イ
ズ
大
会
や
、
自
分
達
で
給
食
の
献

立
を
考
え
る
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
企
画

さ
れ
て
い
て
、
給
食
へ
の
理
解
や
関
心

を
深
め
る
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊

　
最
近
、
牛
肉
問
題
や
鶏
肉
問
題
な
ど
、

私
た
ち
の
食
生
活
に
影
響
す
る
様
々
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
、
食
生
活

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
生
活
が
豊
か
に

な
る
に
つ
れ
、
食
べ
物
の
大

切
さ
や
感
謝
の
気
持
ち
が
徐
々

に
薄
ら
い
で
き
て
い
ま
せ
ん

か
。

　
い
ま
い
ち
ど
、
「
食
の
安

全
」
「
食
べ
る
こ
と
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。

▲食べることの大切さについて
　　　　　　　話をする安藤さん（二部小）

▲朝8：30からの作業。ハードな仕事ですが、子供の
　「おいしい」という言葉をはげみにがんばります

地
元
の
食
材
を

で
き
る
だ
け
多
く

　
今
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
統
計
を
見
る
と
、
溝
口
町
学
校

給
食
の
食
材
の
内
訳
は
、
溝
口
町

産
は
、
野
菜
を
中
心
に
二
五
％
、

県
内
産
が
三
一
％
、
国
内
産
が
三

六
％
、
外
国
産
は
八
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
中
で
も
、
白
ネ
ギ
、
リ
ン
ゴ
、

エ
ノ
キ
ダ
ケ
は
一
〇
〇
％
地
元
産

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

産
地
は
ほ
と

ん
ど
が
日

光
地
区
で
、

中
に
は
宇

代
や
上
野

か
ら
の
食

材
も
使
っ

て
い
ま
す
。

「
安
全
」「
安
心
」「
新
鮮
」

　
　
　
　
　
　
な
食
材
を

　
溝
口
町
給
食
セ
ン
タ
ー
で
、地

元
の
食
材
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、平
成
四
年
ご
ろ
の
こ
と

で
す
。

　「
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
」と
い
う
声
が
あ
が
り
、

教
育
委
員
会
の
は
た
ら
き
か
け
で
、

Ｊ
Ａ
溝
口
朝
市
グ
ル
ー
プ
に
声
が

か
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
み
は
、西
部
地
域
で

も
比
較
的
早
い
取
組
み
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
当
初
は
、形
が
不
揃
い
で
調
理
し

に
く
く
、時
間
が
か
か
る
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、今
で
は
生
産
者

と
の
信
頼
関
係
も
で
き
、で
き
る
だ

け
形
の
そ
ろ
っ
た
も
の
を
安
く
、調

理
の
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
提
供

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（写真左から）（写真左から）

調 理調 理 員 森田　理恵森田　理恵 さんさん

事 務事 務 員 長島　公子長島　公子 さんさん

調 理調 理 員 南波　正子南波　正子 さんさん

調 理調 理 員 本庄恵美子本庄恵美子 さんさん

調 理調 理 員 高橋　　縁高橋　　縁 さんさん

調 理調 理 員 浦部　明見浦部　明見 さんさん

栄養職員　安藤　福美栄養職員　安藤　福美 さんさん

（写真左から）

調 理 員 森田　理恵 さん

事 務 員 長島　公子 さん

調 理 員 南波　正子 さん

調 理 員 本庄恵美子 さん

調 理 員 高橋　　縁 さん

調 理 員 浦部　明見 さん

栄養職員　安藤　福美 さん



45

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　
財
団
法
人
ご
う
ぎ
ん
鳥
取
文
化
振
興
財
団
か
ら
溝
口
町

へ
一
月
十
五
日
、
図
書
券
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
う
ぎ
ん
鳥
取
文
化
振
興
財
団
は
、
地
域
の
優
れ
た
文

化
芸
術
の
創
造
・
普
及
、
教
育
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を

支
援
し
、
地
域
社
会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
四
年
三
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
山
陰
合
同
銀
行
の
古
徳
常
務
が
町
長
室
を

訪
れ
、
住
田
町
長
に
寄
贈
書
と
図
書
券
十
万
円
相
当
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
図
書
券
は
、
図
書
館
の
図
書
の
購
入
に
当
て
ら
れ
ま
す
。

　二部小学校で１月２５日、もちつき大会が行われ
ました。
　このもち米は、５年生の児童を中心に、自分達の
手で、田植えから稲刈り、脱穀までをしたものです。
　４０ｋｇのもち米を、児童のお父さん達が外で蒸し、
それをもちつき会場の体育館へ運びます。
　中で待機していた児童が、先生と一緒に、掛け声
をあわせて餅をつきます。
　中には、重たい杵にふらふらして、なかなか思い
通りの場所に杵を振り下ろすことができず、悪戦苦
闘している児童の姿もありました。
　つきあがった餅は自分達で丸め、きな粉もちとぜ
んざいにして食べました。
　参加した児童は、自分達の手で端正込めて作った
ものが実になる、ということの大切さを、実感でき
たのではないでしょうか。
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＊

　「韓国」と聞いて皆さんはどんなイメージが浮
かぶでしょう。
　キムチ・焼き肉・ハングル ？
　日本に一番近い外国、韓国をもっと知ろうと１
月１７日、中央公民館で韓国理解講座が開かれま
した。
　この日は、保育園児から７０歳代の方まで、お
よそ４０人が参加し、県西部総合事務所に勤務さ
れている成聖惠さんが、スライドを使って日本の
生活と比較しながら、韓国の文化を紹介しました。
　また、日本語に翻訳された韓国の絵本の読み聞
かせでは、子どもだけでなく、大人までもが聞き
入っていました。
　参加者は「大人から子どもまで、世代を超えて
楽しめる講座だった。また次回も参加したい」と
話していました。
　次回の講座は、２月２１日に開かれる予定です。

　
桝
水
高
原
ス
キ
ー
場
で
一
月
二
十
五
日
、

今
回
で
三
十
五
回
を
数
え
る
桝
水
開
発
リ

ー
ゼ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
数
日
前
か
ら
の
大
雪
の
た
め
、

ゲ
レ
ン
デ
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、
三
十

分
遅
れ
で
の
競
技
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
お
よ
そ
八
十

人
が
参
加
し
、
遠
く
は
四
国
か
ら
の
参
加

者
も
あ
り
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
溝
口
町
の
選
手
は
上
位

入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
回
を
期

待
し
ま
す
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
大
回
転
（
小
学
校
男
子
Ａ
）

①
宇
都
宮
昴
平（
奥
大
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

②
上
田
　
　
琳（
窪
川
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

③
加
藤
　
康
介（
奥
大
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

男
子
大
回
転
（
小
学
男
子
Ｂ
）

①
秋
葉
　
健
太（
花
見
山
フ
ジ
）

②
加
藤
　
　
匠（
奥
大
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

③
山
下
　
貴
大

男
子
大
回
転
（
中
学
男
子
）

①
宮
本
　
祐
也（
花
見
山
フ
ジ
）

②
高
橋
　
和
宏（
花
見
山
フ
ジ
）

③
新
谷
　
大
地（
剣
山
ラ
ビ
ッ
ト
）

男
子
大
回
転
（
一
般
）

①
福
田
　
孝
司（
徳
島
県
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

②
高
瀬
　
広
詩（
愛
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

③
新
田
　
真
司

女
子
大
回
転
（
小
学
女
子
Ａ
）

①
山
中
　
洋
美（
窪
川
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

②
伊
達
　
未
悠（
米
沢
小
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

③
建
部
　
綾
佳（
花
見
山
フ
ジ
）

女
子
大
回
転
（
小
学
女
子
Ｂ
）

①
小
谷
　
彩
実（
花
見
山
フ
ジ
）

②
村
上
　
歩
美（
花
見
山
フ
ジ
）

③
広
瀬
　
美
香（
花
見
山
フ
ジ
）

女
子
大
回
転
（
中
学
女
子
）

①
高
橋
　
綾
菜（
西
城
町
体
協
ス
キ
ー
部
）

②
村
上
　
千
春（
花
見
山
フ
ジ
）

女
子
大
回
転
（
一
般
）

①
安
井
　
真
美（
西
城
町
体
協
ス
キ
ー
部
）

間
地
地
区
の
交
流
会
館「
や
ま
じ
」が
完
成

し
一
月
二
十
一
日
、竣
工
式
を
迎
え
ま
し
た
。

間
地
地
区
で
は
、平
成
十
二
年
か
ら
う
る

お
い
の
あ
る
村
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
み
、

き
の
こ
鑑
定
会
や
美
化
運
動
、ふ
る
さ
と
交

流
会
な
ど
、地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
道
な

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、県
の
中
山
間
地
域
活
性
化

事
業
の
交
付
金
を
受
け
建
設
が
決
ま
っ
た

も
の
で
、昨
年
九
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

「
や
ま
じ
」と
い
う
名
称
は
、そ
の
昔

出
雲

街
道
と
し
て
栄
え
て
い
た
間
地
地
区
が
、今

度
は
交
流
の
場
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に
と
、

住
民
の
公
募
に
よ
り
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

延
べ
床
面
積
が
二
一
六
㎡
、大
広
間
や
農

産
物
加
工
場
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

間
地
集
落
活
性
化
協
議
会
会
長
の
田
村
春

夫
さ
ん
は「
長
年
の
念
願
が
や
っ
と
か
な
っ

た
。こ
の
施
設
を
有
効
に
使
っ
て
、楽
し
く

う
る
お
い
の
あ
る
集
落
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲韓国のゲームに興味深々の子供たち

▲

▲

▲みんなのかけ声にあわせてペッタンペッタン

▲

寄
贈
書
と
図
書
券
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

地
域
住
民
の
交
流
の
場
が
完
成

入
賞
者
に
賞
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
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溝
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

次
の
方
が
た
か
ら
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
見
舞
返
し
と
し
て

二
　
部
　
　
和
泉
　
克
司
　
様

　
　
香
典
返
し
と
し
て

畑
　
池
　
　
長
尾
　
尚
道
　
様

根
雨
原
　
　
井
上
　
京
一
　
様

金
屋
谷
　
　
入
江
　
幹
子
　
様

福
　
岡
　
　
池
本
　
武
功
　
様

上
　
野
　
　
前
田
　
米
弘
　
様

　
　
一
般
寄
付
と
し
て

Ｊ
Ａ
溝
口
女
性
会

　
　
　
朝
市
グ
ル
ー
プ
　
様

　
　
　
　
　
（
金
一
封
）

　
溝
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

町
の
委
託
を
受
け
て
昼
食
用
の
お
弁

当
を
配
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
、
調
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
約
百
二
十
名
の
方
々

で
す
。

　
こ
の
お
弁
当
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
を
摂
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

心
を
込
め
て
調
理
さ
れ
た
も
の
で
、

お
弁
当
を
届
け
る
と
き
に
は
声
か
け

安
否
確
認
も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
溝
口
・
二
部
地
区
は
月
四
回
、

日
光
地
区
は
月
二
回
実
施
し
て
お
り
、

利
用
者
の
方
々
か
ら
は
と
て
も
喜
ば
れ
、

毎
回
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

配食サービス対象の方は

・65歳以上のひとり暮らし

・高齢者夫婦世帯

・その他特に必要と認められる方

利用料　1食あたり　300円です。

平成15年4月から1月まで

　配達食数　　　　　　 1,354食

　活動ボランティアのべ　 820人

　　《ありがとうございます。》

〈
献
立
〉し
ょ
う
が
ご
は
ん
・
さ
ば
の
カ
レ
ー
揚
げ

　
　
　
煮
も
の
・
酢
の
も
の
・
牛
乳
か
ん

▲「お変わりありませんか」
　　「ありがとうございます」

▲ぼたもち足りたかいね。（二部公民館にて）
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溝
口
町
短
歌
同
好
会
（
順
不
同
）

夜
も
す
が
ら
降
り
積
む
雪
を
ま
ぼ
ろ
し
に
母
逝
き
ま

し
し
雪
の
日
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
妙
子

こ
の
あ
し
た
積
み
し
雪
踏
み
ク
リ
ス
マ
ス
集
会
に
行

く
友
に
ひ
か
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
江
沢
　
正
子

わ
れ
美
味
と
言
え
ば
二
人
の
食
卓
に
箸
使
ふ
妻
ひ
か

へ
目
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
賀
　
俊
夫

母
よ
り
も
三
十
数
年
生
き
の
び
て
夫
と
と
も
に
初
詣

で
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
律
子

指
先
の
凍
て
付
く
朝
の
出
初
め
式
園
児
等
の
並
ぶ
保

育
所
の
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
　
稔
明

大
山
は
雪
を
か
ぶ
り
て
い
と
さ
や
か
上
野
堤
に
さ
か

さ
に
写
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
賀
ミ
ツ
ヱ

差
し
出
し
人
不
明
の
賀
状
見
な
れ
た
る
朴
訥
な
文
字

は
鍛
冶
屋
の
Ｋ
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
南
波
　
和
栄

ひ
と
と
き
の
に
ぎ
は
ひ
あ
り
て
楽
し
か
り
孫
等
帰
れ

ば
夫
と
二
人
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
恭
子

離
り
住
む
甥
は
賀
状
に
書
き
添
ふ
る
母
よ
ろ
し
く
と

一
行
の
文
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
勝
美

受
験
生
二
人
の
孫
の
帰
省
な
く
電
話
よ
り
聞
く
初
春

の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
　
文
枝

「
ア
ー
ン
シ
テ
」
と
口
開
か
せ
て
血
圧
の
薬
を
飲
ま

せ
く
る
る
曽
孫
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
美
知
代

長
き
髪
切
り
て
坊
主
の
中
・
二
の
孫
サ
ッ
カ
ー
選
手

に
な
り
た
る
と
云
ふ
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
郁
子

氏
神
の
当
屋
を
努
め
し
こ
の
一
年
子
は
松
を
立
て
行

事
を
収
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
東
公
子

出
雲
大
社
に
詣
で
し
グ
ロ
ー
リ
ア
は
嘆
き
云
ふ
案
内

所
に
て
英
語
は
通
じ
ざ
り
し
と
　
　
　
芦
立
　
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
川
柳
同
好
会
（
順
不
同
）

年
賀
状
夢
を
い
っ
ぱ
い
描
い
て
燃
え
　
酒
井
千
代
美

家
内
安
全
無
心
に
祈
り
屠
蘇
を
注
ぐ
　
小
西
　
鈴
枝

正
月
も
争
い
ご
と
に
明
け
暮
れ
る
　
　
毎
田
　
信
翁

大
家
族
羽
つ
き
か
る
た
盛
り
あ
が
る
　
藤
山
　
弘
子

初
詣
中
吉
で
し
た
お
め
で
と
う
　
　
　
奥
田
　
豊
枝

初
売
へ
小
踊
り
し
て
る
福
袋
　
　
　
　
小
飼
　
和
代

初
釜
を
孫
と
嗜
む
ほ
の
ぼ
の
と
　
　
　
橋
谷
　
静
江

新
し
い
夢
ひ
と
つ
持
ち
年
が
明
け
　
　
中
西
智
恵
子

松
の
内
ボ
ト
ル
が
じ
っ
と
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
正
光

七
福
神
招
く
と
び
ら
を
開
け
て
お
く
　
白
川
　
久
子

二
〇
〇
四
年
干
支
の
掛
軸
三
番
叟
　
　
住
田
久
美
枝

新
年
の
乾
杯
夢
を
た
ん
と
注
ぐ
　
　
　
小
西
　
雄
々

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
俳
句
同
好
会
（
順
不
同
）

八
十
路
越
へ
炬
燵
菩
薩
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村
　
道
也

幾
た
び
か
よ
は
い
問
は
れ
て
松
の
内
　
足
羽
喜
代
子

　
　
友
人
・
藤
原
審
爾
作
な
れ
ば

『
秋
津
温
泉
』
読
む
し
ん
し
ん
と
冬
の
夜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
木
　
正
之

道
の
辺
に
紅
う
れ
し
冬
苺
　
　
　
　
　
亀
山
ハ
ナ
子

川
　
　
柳

短
　
　
歌

俳
　
　
句

く
れ
な
い

ふ
ゆ
い
ち
ご

や
　
そ
　
じ

こ
　
た
つ

ぼ

さ
つ

か
　
ぢ

ひ

ま
ご

さ
が

ぼ
く
と
つ

は
し

を
さ

な
げ

国保データ
（これは、溝口町国民健康保険に関するデータです。）

被保険者数

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

811人

343人

887人

13人減

12人増

4人減

増　減

★１１月末被保険者の状況

★１１月分の一人当たり診療費

世帯数　984世帯
被保険者数　2,041人

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000（円）

退職被保険者
17％

一般被保険者
40％

老人医療受給者
43％

ハローワーク根雨求人情報［2月分］

2月分の求人情報は、つぎのとおりです。
求人事業所名 所　在　地 職　種 年齢 賃　金 就業時間

溝口町谷川

240-1
8:00～17:00

9:00～18:00

9:00～18:00

管工事施工

管理技師
（有）中島工業

ここに掲載された求人情報の問い合わせは次のとおりです。
米子公共職業安定所根雨出張所　　　　住　所　日野町根雨349-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　0859-72-0065
※掲載された時点で、既に求人が取り消しとなっている場合があり
　ますので、ご了承ください。

22,109

21,307

200,000

350,000
〜

溝口町溝口

5-9
事務員

185,000

195,000
〜

160,000

185,000
〜

150,000

280,000
〜

140,000

165,000
〜

片平自動車

工　業（有）

溝口町溝口

175
歯科衛生士

医療法人社団

下村歯科医院

溝口町金屋谷

806-1
生産大山ビバレッジ

（ 株 ）

溝口町長山

152-1
正、准看護士医療法人萌生会

22

30
〜

20

55
〜

19

30
〜

8:30～17:00
10:00～19:00
16:30～ 9:00

8:30～17:30
16:30～ 1:30
0:30～ 9:30

58,418

不
問

不
問

人
権
読
本
「
人
権
の
詩
�
」
よ
り

　60歳未満で厚生年金や共済組合をやめた
方は、14日以内に住所地の市町村の国民年
金窓口で種別変更の手続きをして、国民年
金保険料を納めていただくことになります。
　なお、あなたに扶養している配偶者（第3
号被保険者）がいれば、同様の手続きのうえ、
保険料を納めることになります。

厚生年金や共済組合をやめたら 国民年金と厚生年金の関係

国民年金の第1号被保険者と
なります。
●国民年金保険料は、国（社
　会保険庁）から送付される
　納付案内書により銀行・郵
　便局などで自分で納めます。

●国民年金保険料の納付が
　困難なときは、保険料免
　除の手続きをしてください。
　加入手続きと同時に免除
　申請ができます。

会社を退職したら、国民年金の加入手
続きをしなければならないのはどうし
てですか？

　日本国内に住む20歳から60歳までのすべ
ての方に、国民年金への加入と保険料の納
付が義務づけられているからです。

　また、厚生年金に加入していたからといって、
加入期間が短かった（老齢基礎年金の受給資格期
間を満たしていない）場合は老齢厚生年金は受給
することができません。
　そこで、国民年金に加入し、保険料を納め（保
険料免除期間を含む）、厚生年金加入期間と合算し、
受給資格期間（原則として25年）を満たせば。65
歳から老齢基礎年金と老齢厚生年金が受給できます。
　厚生年金期間中に納めた保険料をムダにしない
ためにも、国民年金に加入し保険料を納めるなど
して、25年以上の受給資格期間を満たすようにし
ましょう。

　
工
藤
直
子
著
『
あ
い
た
く
て
』
大
日
本
図
書
、
一
九
九
一
年

所
収
。

　
生
死
に
言
及
す
る
作
者
の
「
こ
こ
ろ
」
の
眼
の
た
し
か
さ
を
、

ぞ
ん
分
に
味
わ
っ
て
み
た
い
の
で
す
。

な
ぜ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
直
子

べ
ん
き
ょ
う
は

な
ぜ
　
し
な
く
て
は
い
け
な
く
て

ひ
ろ
っ
た
犬
は

な
ぜ
　
す
て
な
く
て
は
　
い
け
な
い
の
か
な
あ

あ
の
日
　
犬
と
わ
た
し
は
　
目
が
あ
っ
た

目
が
あ
え
ば
　
カ
ナ
ブ
ン
で
も
毛
虫
で
も

　
見
す
て
て
は
い
け
な
い

あ
れ
は
　
生
き
物
の
合
図
だ
か
ら

だ
い
て
帰
る
あ
い
だ
だ
け

　
犬
も
わ
た
し
も
わ
ら
っ
た

「
せ
め
て
食
べ
さ
せ
て
か
ら
　
す
て
ま
し
ょ
う
」

と
　
お
と
な
が
い
っ
た

い
け
な
い
　
そ
れ
は
断
じ
て
や
さ
し
さ
で
は
な
い

愛
で
は
な
い

―
お
な
か
を
パ
ン
パ
ン
に
ふ
く
ら
ま
せ
て

　
し
っ
ぽ
を
ふ
っ
て
い
た
子
犬
よ
―

そ
の
夜
わ
た
し
は
　
世
界
じ
ゅ
う
と

　
他
人
に
な
っ
た

歯
は

な
ぜ
　
み
が
か
な
く
て
は
い
け
な
く
て

ひ
ろ
っ
た
犬
は

な
ぜ
　
す
て
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
な
あ

め
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＝わたしたちの町　（2月1日現在）＝

　人　口　5,319人（前月比＋1）
　　男　　2,521人（＋2）
　　女　　2,798人（－1）
　世帯数　1,573世帯（－2）
　面　積　100.40㎢

　
今
月
号
で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
に
、

い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
さ
ん
は
、
朝

早
く
か
ら
、
そ
の
日
の
給
食
の
準
備
に

取
り
掛
か
り
ま
す
。

　
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
「
お
い
し
い
」

と
い
っ
て
食
べ
て
く
れ
れ
ば
重
労
働
も

苦
に
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

「
好
き
嫌
い
で
は
な
く
、
食
べ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
充
分
理
解
し
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
る
顔
に
、
子
ど
も
た
ち
の
食

生
活
を
守
り
た
い
と
い
う
、
熱
意
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

か

おもな内容

安心でおいしい給食を

まちのわだい

社会福祉協議会だより

国民年金・じんけんの詩

溝口文芸・国保データ
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　給食週間の１月２７日、献立は「パ

ン、シチュー、エビフライ、リンゴ

サラダ」です。

溝口町特産メニューのこの日は、シ

チューには溝口町産の白ネギ、大豆

が、リンゴサラダには日光リンゴが

使われています。

現在、鳥取県では「鳥取ルネッサンス運動」が
進められています。
鳥取ルネッサンス運動とは、「人」、「文化」、

「食」、「もの」や「環境にやさしいエネルギー」
といった地域資源を見直し活用することで、経済
や雇用、文化などさまざまな面での「地域の自立
と再生」をめざす運動です。
溝口町では昨年１０月、鳥取ルネッサンス溝口
町行動計画を策定し、その中の地産地消の取組み
として、県産の木を使って作られた器を、保育所
の給食器に導入しています。
その様子を紹介するため、２月３日、山陰中央

テレビが日光保育所に取材に訪れました。
この様子は、２月２９日に山陰中央テレビで放

送されます。

▲取材の様子


